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平成２６年 第１回 

苫小牧港管理組合議会議員協議会 
 

平成２６年２月１４日（金曜日） 午後１時２７分開会 

 

１ 協 議 事 項 
  （１）議事運営について 

２ 報 告 事 項 

  （１）港勢について 

 
○出席議員（１０人） 
      １番  池 田 謙 次 君     ６番  田 村 龍 治 君 
      ２番  沖 田 清 志 君     ７番  矢 農   誠 君 
      ３番  川 畑   悟 君     ８番  渡 辺   満 君 
      ４番  神 戸 典 臣 君     ９番  小 山 征 三 君 
      ５番  木 村   司 君    １０番  遠 藤   連 君 
                                           
 

○事務局職員出席者 
      事 務 局 長    牧 野 弘 幸 君 
      庶 務 係 長    相 原 雅 人 君 
      議 事 係 長    猿 田 秀 一 君 
      書 記    鈴 木   裕 君 

      書 記    齊 藤 恭 人 君 
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○開会 

○議長（遠藤 連君） ただいまから平成２６年第１回議員協議会を開催いたします。 

 議員協議会規程第４条によりまして、私が協議会の運営にあたります。 

─────────────────────────────────────────── 

○議事運営について 

○議長（遠藤 連君） 協議事項の１「議事運営について」を議題といたします。 

 会期は、本日１日間といたしたいと存じますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（遠藤 連君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 次に、議事日程についてでありますが、既に配付してあります日程のとおり決定してよろしい

でしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（遠藤 連君） 御異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

─────────────────────────────────────────── 

○港勢について 

○議長（遠藤 連君） 報告事項の（１）、「苫小牧港の港勢について」は、管理者側から発言

を求められておりますので、これを許します。 

 総務部長、平田利明君。 

○総務部長（平田利明君） 平成２５年の苫小牧港の港勢がまとまりましたので、御説明申し上

げます。 

 お手元に配付しております議員協議会資料により御説明をいたします。 

 まず、入港船舶の状況でございますが、３ページをご覧ください。 

 商船、その他船舶、漁船を合わせまして１万４，０８７隻で、前年より約３００隻多くなって

ございます。 

 総トン数は、前年比で２９％増加しておりまして、８，１４２万８，５９６トンとなっていま

す。 

 なお、４ページには、外航船・内航船及び商船・商船以外の年次別の入港船舶の隻数などをま

とめておりますので、後ほどご覧いただきたいと思います。 

 次に、取扱貨物量についてでございます。５ページをご覧ください。 

 外国貿易貨物は、輸出が１０１万９，３１１トンで、前年より１６．９％の増加、輸入は１，

６７７万４，８０４トンで、前年より４．３％の増加、合計では１，７７９万４，１１５トンで、

前年より４．９％増加しております。 
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 内国貿易貨物では、移出が４，２４４万２，４４０トンで、前年より３．９％の増加、移入は

４，３５６万６，４９７トンでございます。合計では８，６００万８，９３７トンで、前年より

４．３％増加していることになります。 

 外国貿易貨物と、それから内国貿易の合計、いわゆる当港の取扱貨物量でございますけれども、

１億３８０万３，０５２トンでございます。 

 なお、参考といたしまして、８ページから１２ページまでに品種別の貨物の状況を記載してお

りますので、後ほどご覧いただきたいと思います。 

 次に、コンテナの取扱状況でございますが、６ページをご覧ください。 

 外国貿易のコンテナは、貨物量が輸出・輸入の合計で２１０万５，３９２トンと、前年より５．

２％増加しております。 

 次に、コンテナ港湾の大きな指針となっております取扱コンテナ個数では、２１万１，１５７

ＴＥＵと、平成２３年の最高取扱実績に次ぐ２番目の記録となっておりまして、前年よりは７．

６％の増加となりました。 

 内国貿易のコンテナは、貨物量が移出・移入の合計で８２万６９９トンと、前年より２．７％

減少しております。 

 個数では、１１万６，０８２ＴＥＵとなっておりまして、前年より５．７％減少しています。 

 次に、船舶の乗降人数でございますが、７ページをご覧ください。 

 内国航路は、前年より１．４％減少し、８８万３，５２９人であり、外国航路は実績がござい

ませんでした。 

 次に、同じページの貿易額でございますけれども、函館税関の速報値によりますと、輸出は前

年より４０．３％増加しまして、１，９５５億７，４００万円、輸入は前年より２１％増加し、

８，５９１億７，４００万円となっています。 

 輸出入の総額は、過去最高の１兆５４７億４，８００万円で、前年より２４．１％の増加とな

っております。 

 以上、平成２５年の苫小牧港の港勢について、御説明申し上げました。 

○議長（遠藤 連君） ただいまの報告に関して、御質問等はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（遠藤 連君） 御質問がなければ、本件はこれで終了いたします。 

─────────────────────────────────────────── 

○閉会 

○議長（遠藤 連君） 以上をもちまして、議員協議会を終了いたします。 

（了） 

午後１時３２分 閉会 

 


